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「
ワ
ー
ス
ト
１
」を
放
置

高
速
道
路
建
設
に
執
着

市
長
の
顔
色
見
る
職
員
・
教
員

職
員
・
教
育
条
例

　

松
井
一
郎
大
阪
府
知
事
、

歯科医院の売買ならさくらハウスへ

　　　　　　　　　　　　　大阪府知事免許（04）043403号　担当：平石
大阪市城東区東中浜1‒12‒15　℡   06-6170‒8880　℻ 06-6170-8980
㈲さくらハウス

内装付き歯科医院を探されている先生方から多数問い合わせ
がございますので、売却予定がございましたら是非当社にお
任せ頂けるよう御願いします

売買物件募集中

売却物件募集

収益物件（賃貸）6000万円
門真市栄町　利回り満室時約13.3％　現況12.1％
全19室　全室角部屋
京阪本線　門真市駅　徒歩５分
売り物件（大東市）3500万円　土地約45坪　建物付き
年収3000万円　四条畷駅　徒歩５分

の
会
」
提
出
の
両
条
例
案
と

根
幹
は
同
じ
で
、
憲
法
や
教

育
の
原
理
、
地
方
自
治
の
精

神
に
反
す
る
も
の
だ
。

　

職
員
条
例
案
は
府
・
市
の

職
員
、
教
員
を
対
象
に
、
同

一
職
務
命
令
に
違
反
す
れ
ば

免
職
す
る
な
ど
の
規
定
を
盛

札
幌
市
で
は
、
行
政
に
生
活

保
護
の
相
談
を
し
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
受
給
で
き

ず
死
に
至
っ
た
。
５
年
前
、

北
九
州
市
で
生
活
保
護
が
認

め
ら
れ
ず
、
市
民
が
餓
死
し

た
事
件
で
は
、
保
護
件
数
を

圧
縮
す
る
た
め
の
「
業
務
目

自
治
体
と
職
員
に
は
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

教
育
基
本
条
例
案
で
は
、

知
事
が
「
教
育
基
本
計
画
」

を
作
成
す
る
こ
と
を
規
定
す

る
。
戦
前
の
軍
国
主
義
教
育

の
反
省
か
ら
、
憲
法
や
教
育

基
本
法
が
厳
し
く
退
け
て
き

原
発
ゼ
ロ
め
ざ
し
８
千
人

原
発
ゼ
ロ
め
ざ
し
８
千
人

府
民
集
会　

震
災
１
年
で
思
い
新
た
に

「なくそう原発」のプラカードを掲げる参加者
＝11日、大阪・扇町公園　　　　　　　　　

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
と
な
る
11
日
、
原
発
ゼ

ロ
や
被
災
地
の
復
興
を
求
め
て
「
な
く
そ
う
原
発
府

民
集
会
」
が
扇
町
公
園
（
大
阪
市
北
区
）
で
開
か
れ

た
。
約
８
千
人
が
手
づ
く
り
の
プ
ラ
カ
ー
ド
や
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
手
に
会
場
を
埋
め
尽
く
し
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
や
被
災
者
支
援
の
拡
充
を
訴
え

た
。
協
会
も
参
加
す
る
「
原
発
ゼ
ロ
の
会
・
大
阪
」

が
主
催
し
た
。
協
会
か
ら
小
澤
力
理
事
長
は
じ
め
、

役
員
・
事
務
局
19
人
が
参
加
し
た
。

　

福
島
農
民
連
常
任
幹
事
で

南
相
馬
市
の
農
家
・
三
浦
広

志
さ
ん
や
、
日
弁
連
の
石
田

法
子
さ
ん
ら
が
原
発
問
題
で

ス
ピ
ー
チ
し
た
。

　

協
会
か
ら
戸
井
逸
美
理
事

が
被
災
地
で
の
歯
科
医
療
支

援
活
動
で
発
言
し
た
。
戸
井

氏
は
「
現
地
を
訪
れ
、
歯
科

医
療
要
求
の
多
さ
を
知
っ

た
。
災
害
規
模
が
余
り
に
大

き
く
、
無
力
を
感
じ
る
こ
と

も
あ
っ
た
が
、
一
人
ひ
と
り

を
助
け
て
い
く
こ
と
の
重
要

性
と
共
に
、
国
や
自
治
体
の

支
援
の
必
要
性
を
実
感
し

た
。
か
つ
て
大
阪
府
に
は

『
憲
法
を
暮
ら
し
に
』
と
い

う
時
代
が
あ
っ
た
。
今
こ

そ
、
こ
の
方
向
が
大
切
だ
。

安
心
・
安
全
の
政
治
を
取
り

戻
す
た
め
に
、
自
分
の
体
験

も
含
め
、
声
を
出
し
続
け
て

い
き
た
い
」
と
力
を
込
め

た
。

　

プ
レ
企
画
で
は
、
参
加
者

　

協
会
は
10
日
に
第
12
回
理

事
会
を
開
き
、
20
日
の
中
央

説
明
会
を
始
め
府
下
10
カ
所

で
開
く
新
点
数
説
明
会
を
成

功
さ
せ
る
こ
と
、
５
月
20
日

に
開
く
「
保
険
で
よ
い
歯
科

医
療
を
大
阪
連
絡
会
」
総
会

・
市
民
講
座
を
成
功
さ
せ
る

こ
と
な
ど
の
運
動
対
策
を
協

議
、
関
係
す
る
予
算
執
行
を

承
認
し
た
。

　

署
名
運
動
は
昨
年
夏
か
ら

取
り
組
ん
で
き
た
「
保
険
で

よ
い
歯
科
医
療
の
実
現
を
求

め
る
請
願
署
名
」
は
２
月
中

で
取
り
や
め
、
３
月
以
降
は

新
し
い
署
名
に
取
り
組
む
。

署
名
へ
の
協
力
お
礼
の
ポ
ス

タ
ー
を
作
製
し
、
会
員
に
配

付
し
た
。

　

西
成
区
で
生
活
保
護
患
者

が
受
診
す
る
医
療
機
関
を
特

定
さ
せ
る
動
き
に
つ
い
て
、

フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
を
否
定
す

る
も
の
と
し
て
医
科
協
会
な

ど
と
協
力
し
て
大
阪
市
に
働

き
か
け
る
こ
と
に
し
た
。

　

会
務
運
営
で
は
、
５
月
19

日
に
開
く
第
48
回
通
常
評
議

員
会
に
提
案
す
る
２
０
１
１

年
度
決
算
案
、
12
年
度
予
算

案
の
一
次
案
と
12
年
４
・
５

月
度
暫
定
予
算
を
決
定
し

た
。
決
算
を
経
て
第
14
回
理

事
会
で
最
終
案
を
ま
と
め
評

議
員
に
議
案
と
し
て
配
付
す

る
。

　

12
年
度
予
算
案
を
策
定
す

る
に
あ
た
り
、
理
事
会
に
先

立
ち
三
役
会
、
総
務
会
で
案

を
検
討
、
規
約
・
規
程
に
照

ら
し
て
歳
出
の
事
業
費
、
事

務
費
等
の
款
項
を
一
部
組
み

替
え
る
こ
と
に
し
た
。
ま

た
、
協
会
の
政
策
と
運
動
を

外
に
広
げ
る
た
め
マ
ス
コ
ミ

へ
の
働
き
か
け
を
強
め
る
こ

と
、
運
動
を
支
え
る
た
め
理

事
・
事
務
局
員
が
一
団
と
な

っ
て
組
織
を
大
き
く
す
る
こ

と
に
努
め
る
こ
と
に
し
た
。

　

１
月
の
第
44
回
保
団
連
大

会
後
を
受
け
た
役
員
構
成

で
、
保
団
連
か
ら
の
専
門

部
、
委
員
会
の
部
員
、
委

員
、
事
務
局
小
委
員
の
推
薦

要
請
を
受
け
、
現
在
の
担
当

者
を
引
き
続
き
推
薦
す
る
こ

と
に
し
た
。

が
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報

告
や
ア
カ
ペ
ラ
、
ダ
ン
ス
な

ど
で
震
災
復
興
・
脱
原
発
の

思
い
を
表
現
し
た
。

　

集
会
後
は
、
原
発
の
な
い

社
会
と
早
期
復
興
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
市
内
を
デ
モ
行
進
し

た
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
、「
原
発
依
存
の
電
力

か
ら
転
換
し
よ
う
」「
住
民

本
位
の
復
興
を
」
な
ど
訴
え

た
。

第12回
理事会

大
阪
市
生
保
問
題
な
ど
協
議

撤
回
求
め
要
請
強
め
る

　

松
井
一
郎
知
事
は
、
昨
年

の
知
事
選
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で

「
す
べ
て
の
ワ
ー
ス
ト
１
を

返
上
」
す
る
と
宣
言
し
、

「
住
民
福
祉
を
さ
ら
に
向

上
」
さ
せ
る
こ
と
を
約
束
し

て
当
選
し
た
。
12
年
度
予
算

案
で
は
、
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
れ
た
の
か
。

　

「
ワ
ー
ス
ト
１
」
と
言
え

ば
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制

度
だ
。
ほ
と
ん
ど
の
都
道
府

県
が
就
学
前
以
上
の
子
ど
も

を
対
象
と
す
る
な
か
で
、
大

阪
府
は
２
歳
ま
で
し
か
支
援

せ
ず
、
全
国
最
低
だ
。
府
民

か
ら
「
大
阪
の
子
ど
も
は
日

本
一
不
幸
だ
」
と
批
判
が
集

中
し
て
い
る
。

　

対
象
年
齢
を
１
歳
引
き
上

げ
る
た
め
の
費
用
は
５
億
円

程
度
（
歳
出
全
体
の
わ
ず
か

０
・
01
％
）
だ
が
、
松
井
知

事
は
予
算
に
計
上
し
な
か
っ

た
。「
ワ
ー
ス
ト
１
」
返
上

の
た
め
に
努
力
し
た
形
跡
さ

え
見
当
た
ら
な
い
。
同
じ

く
、
妊
婦
健
診
補
助
や
保
健

所
へ
の
歯
科
衛
生
士
の
配
置

な
ど
、「
ワ
ー
ス
ト
１
」
を

放
置
し
て
い
る
。

　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
も
う
一

つ
の
柱
と
し
て
掲
げ
た
「
広

域
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
」
は
ど

う
か
。
松
井
知
事
は
、
阪
神

高
速
大
和
川
線
に
１
９
３
億

円
、
淀
川
左
岸
線
な
ど
に
35

億
円
を
計
上
し
た
。

　

左
岸
線
は
大
阪
北
港
か
ら

門
真
市
を
結
ぶ
高
速
道
路

で
、
総
事
業
費
は
３
５
０
０

億
円
。
現
在
の
所
要
時
間
は

27
分
だ
が
、
完
成
し
て
も
６

分
し
か
短
縮
で
き
な
い
。
１

分
当
た
り
６
０
０
億
円
と
い

う
「
民
間
」
で
は
考
え
難
い

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

事
業
を
推
進
す
る
。

　

府
民
福
祉
か
ら
目
を
背

け
、
利
権
政
治
の
象
徴
で
あ

る
大
型
公
共
事
業
・
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
心
を
砕
く
―
―
。

松
井
知
事
の
政
治
姿
勢
が
浮

か
び
上
が
る
。

 

（
つ
づ
く
）

子
ど
も
た
ち
を

　

放
射
能
か
ら
守
る
た
め
に

放
射
性
物
質
の

　

人
体
へ
の
影
響
、そ
の
真
実

菅谷 昭 氏
（長野県松本市長・医師）

５月12日（土）
 午後２時30分～
会場・Ｍ＆Ｄホール
※主催・大阪反核平和医療
　人の会。参加無料

高橋 千太郎 氏
（京大原子炉実験所副所長）

５月19日（土）
 午後２時20分～
会場・Ｍ＆Ｄホール
※保険医協同組合第42会総
　代会記念講演。参加無料

＊＊＊講師紹介＊＊＊
チェルノブイリ原発事故後、ベ
ラルーシで子どもの甲状腺がん
治療に従事。ＮＨＫ「プロジェ
クトＸ」で紹介された。04年か
ら現職。

＊＊＊講師紹介＊＊＊
放射線の安全管理が研究テー
マ。02年から放医研放射線安全
研究センター長、05年に同理事
を経て、08年から現職。京都大
学教授。

橋
下
徹
大
阪
市

長
が
そ
れ
ぞ
れ

２
月
大
阪
府
議

会
、
大
阪
市
議

達
を
ゆ
が
め
る
も
の
だ
。
米

国
で
は
、
成
績
競
争
で
学
校

が
淘
汰
さ
れ
る
「
落
ち
こ
ぼ

れ
ゼ
ロ
法
」
を
導
入
し
た
結

果
、
貧
困
地
区
の
学
区
の
統

廃
合
や
子
ど
も
の
学
習
意
欲

の
低
下
を
招
い
た
。

　

両
条
例
制
定
に
反
対
す
る

諸
団
体
で
取
り
組
む
反
対
署

名
は
知
事
・
市
長
宛
双
方
で

36
万
人
を
超
え
た
。

　

住
民
の
願
い
が
届
き
、
子

ど
も
の
「
等
し
く
教
育
を
受

け
る
権
利
」（
憲
法
26
条
）

を
保
障
す
る
た
め
に
、
大
阪

府
の
２
条
例
の
実
施
は
許
さ

れ
な
い
。
大
阪
市
の
２
条
例

案
は
廃
案
に
す
べ
き
だ
。

標
」
と
「
評
価
制
度
」
が
、

市
民
の
生
活
実
態
よ
り
も
優

先
さ
れ
て
い
た
。
格
差
と
貧

困
の
広
が
る
中
、
全
体
の
奉

仕
者
と
し
て
「
住
民
の
福
祉

の
増
進
を
図
る
」（
地
方
自

治
法
第
1
条
）
こ
と
が
地
方

り
込
ん
で
い
る
。
職
員
・
教

員
を
「
全
体
の
奉
仕
者
」

（
憲
法
15
条
）
か
ら
首
長
の

言
い
な
り
に
す
る
こ
と
が
目

的
だ
。
こ
の
間
、
北
海
道
、

埼
玉
な
ど
で
「
孤
独
死
」

「
孤
立
死
」
が
相
次
い
だ
。

た
「
政
治
の
教
育
へ
の
介

入
」
に
道
を
開
く
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
条
例
に
盛
り
込

ま
れ
た
定
員
割
れ
府
立
高
校

の
統
廃
合
や
学
区
撤
廃
は
、

子
ど
も
と
学
校
に
競
争
と
序

列
を
押
し
付
け
、
成
長
・
発

会
に
提
出
し
た
「
職
員
基
本

条
例
案
」、「
教
育
基
本
２
条

例
案
」
が
23
日
の
府
議
会
本

会
議
で
成
立
し
、
市
議
会
で

は
継
続
審
議
の
見
通
し
だ
。

　

両
条
例
案
は
、
昨
年
の
大

阪
府
・
市
両
議
会
に
「
維
新


